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助成活動名 子ども食堂やフードバンクがない地域にも、食品を！食料寄付活動を通じた、地域社会福祉の向上。 

助成額   450000   円 

活動内容 

目的 

食品ロス削減とその有効活用を通じて、地域社会の福祉向上に努めることであ
る。岡山県内にて、自ら食品を集め、団体等に配達しているフードバンク団体
は、私たちだけである。2018 年の活動開始以来、私たちの活動への共感やニー
ズは高まっており、現在までに 70 の店舗と連携し、74 トンの食品を受け取り、
子ども食堂、要生活支援世帯などに寄付してきた。ノウハウ提供にも力を入れ
ており、北長瀬コミュニティフリッジ、コミュニティパントリー倉敷が実現
し、食による支援の輪が広がってきている。一方で、フードバンクや子ども食
堂などの食料支援の活動を行う団体がない自治体が県内にあることがわかっ
た。そのひとつが玉野市でる。生活に困難が生じている玉野市民からの要請に
より、当団体は 3 年前から食料の寄付を行ってきたが、生活改善を行うには、
行政機関、福祉団体、地域住民の連携が欠かせない。日々の活動を継続するこ
とが何よりも重要である。と同時に、フードバンク団体が存在しない地域で食
料寄付活動を開始することこそ、地域社会に福祉を根ざしていくためには必要
であり、非常に重要であると考えている。 
 
 

内容 

① 食品の寄付活動・・・週７回実施。倉庫を持たないフードバンク活動によ
り、岡山市、倉敷市、総社市、玉野市、備前市などで実施。22 年度実績は
20 トン 552 キロ受益者は 26280 人。24 年度は受益者 30000 人が目標。 

② 公共冷蔵庫の設置に向けての開設や支援・・・県内１〜３箇所の増加を目指
す。玉野市には子ども食堂、フードバンクの団体がないため、玉野市役所と
森本宏子玉野市議と意見交換しながら、地域に根ざす活動を目指す。また、
ハローズとの連携により、現在までに岡山市２カ所、倉敷市２カ所、高梁市
１カ所でコミュニティパントリー（公共冷蔵庫）が開始された。今後も、ハ
ローズと連携し、冷蔵庫を中心とした食の支援活動を希望している団体に対
し、ノウハウなどを提供し、サポートしていく。 

③ 行政機関との連携・・・１〜２カ所の連携を目指す。21 年より、岡山市中
区福祉事務所、23 年より岡山市社会福祉協議会、岡山市保健福祉会館、岡
山市北区建部支所からの要請に応じて、地域の要支援世帯への食料支援を、
それぞれ行ってきた。行政機関とのフードバンク連携を通じて、行政機関へ
の「食品ロスの食品はどのようなものか」「フードバンクが取り扱う食品の
種類や量は」「世帯人数に対応した食品とは」など、この活動への理解度が
向上しているように感じている。また、倉敷市社会福祉協議会がフードパン
トリーを開始する際、当団体は助言を求められた。このように、岡山市との
連携が 2 年を過ぎ、他自治体との連携や関係づくりなどの波及も出てくるの
ではないかと考えている。 

 



当初の
計画か
らの変
更点 

②の玉野市での公共冷蔵庫の開設について、変更が生じた。理由は、倉敷市の社
会福祉法人四ツ葉会が、24 年５月 21 日に玉野市にて「みんなの冷蔵庫」という
名称で公共冷蔵庫を開設したためだ。これにより、私たちは公共冷蔵庫を設置す
ることを見送ることにした。 
 
 

成果 

① 食品の寄付活動は、週 7 日実施し、年間 365 日取り組むことが出来た。年間
23 トン 348 キロ、4 万 6696 食を、岡山県内 36 の福祉施設や団体等を通じ
て、子どもたちや生活困窮世帯にお渡しすることが出来た。 

② 公共冷蔵庫の設置は上記の理由により出来なかったが、食品の寄付を通じ
て、公共冷蔵庫を利用している方々を支援した。倉敷市の「みんなの冷蔵
庫」にお持ちすることで、その運営団体が玉野市の「みんなの冷蔵庫」にも
分配し、倉敷市での食品寄贈が玉野市の受益者にも反映されることを通じ
て、支援を継続した。また、備前市や美咲町で活動している子ども食堂に食
品を寄付し、フードバンク未設置の自治体への食料支援を行なった。 

③ 行政機関との連携では、上記の行政機関（岡山市中区福祉事務所、岡山市社
会福祉協議会、岡山市保健福祉会館、岡山市北区建部支所）のほか、岡山市
西ふれあいセンター、岡山市南ふれあいセンター、岡山市西大寺ふれあいセ
ンターの３カ所の行政機関内子ども支援課と連携し、毎月 12 世帯以上に食
料支援を行なった。吉備中央町福祉課とは、役場内にフードドライブ箱を設
置し、協働で食品を集める活動を実施し、町内の生活困窮世帯に食料支援を
行なった。 

 
※この他、24 年 4 月より、ANA クラウンプラザホテル岡山からパンの提供が開
始された。これにより、24 年夏以降の米価高騰に対する要支援者への対処策の
ひとつとしてのパンの寄付が開始することが出来た。 
 
 
 

今後の課題と対
応策 

25 年 3 月 31 日時点で、岡山県２７市町村のうち、農林水産省にフードバンクとして登
録されている団体がある自治体は岡山市（3 団体）、笠岡市（1 団体）、高梁市（1 団体）、
瀬戸内市（1 団体）、吉備中央町（1 団体）のわずか５自治体 7 団体にとどまっている。こ
のうち、緊急の食料支援に常時対応している団体は私たちジャパンハーベストのみであ
り、県内全体としては支援体制が十分とはいえない。 
 この課題に対応するには、県内各地において食料支援を担う団体の設置・育成が不可欠
である。 
 ジャパンハーベストは、2024 年秋より広島県に新たなチームを設置し、地域の支援団体
や家庭と連携した迅速な食料支援を展開してきた。 
 この経験とノウハウを活かし、今後は岡山県内においても同様にチームを組織し、福祉
の向上と食のセーフティネットの構築に貢献していきたいと考えている。  
 
 
 
 
 
 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 廣榮堂の皆様と。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 児童養護施設 南野育成園に寄付 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地域の高齢者サロンに寄付 
 
 
 
 
 
 
 
 

 環太平洋大学の先生や、中国農政局の職員も同行 
 
 
 
 
 
 

 


